
 
 

 

第９ 回： クラブ活動の特質と 実践 

第１ ０ 回： 学校行事の特質 

第１ １ 回： 学校行事の実践 

第１ ２ 回： 特別活動の評価・ 改善活動 

第１ ３ 回： 家庭・ 地域社会や関係機関と の連携 

第１ ４ 回： 特別活動の国際比較 

第１ ５ 回： 学習指導要領とコアカリ キュラム 

定期試験： あり  

テキスト ： 汐見稔幸・ 奈須正裕 監修 『 アクティ ベート 教育学11 特別活動の理論と 実践』  

ミ ネルヴァ 書房、 2020年I SBN 978-4-623-08538-5 （ 2, 000円＋税）  

参考書・ 参考資料等 

中学校学習指導要領解説 特別活動編（ 平成29年3月告示、 文部科学省）  

高等学校学習指導要領解説 特別活動編（ 平成30年告示、 文部科学省）  

学生に対する評価 

・ 課題レ ポート など 50％、  ・ 定期試験 50％ 

 

137



 
 

 

授業科目名：  

教育方法論 

 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数：  

２ 単位 

担当教員名：  

内田 直義 

担当形態：  

単独 

科 目 教育の基礎的理解に関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

・ 教育の方法及び技術 

授業のテーマ及び到達目標 

本授業では、 教育の方法、 すなわち教室や授業、 学習の形態、 評価の基準、 教材の活用などに

ついて、 教員採用試験も 念頭におき ながら 基本的な見方・ 考え方と 実際の学校現場における実

践を 学ぶ。 本授業の到達目標は以下の3点である。 すなわち 、 1. 工学や心理学等の知見を 踏ま

えて教育方法の基本的な用語や概念を 修得する、 2. 教育に関する歴史や哲学、 国際比較等の観

点を 踏まえて今日の日本の教育方法に対する見方を 一歩深め、 教育方法に関する応用的な知識

を 修得する、 3.  将来、 教職に就いて学校現場等で働く こ と を見据え、 教育方法に対する 受講

者なり の考えと 実践のイ メ ージを 持てる、 である。  

授業の概要 

授業では、 最初に教育方法論をめぐ る基本的な見方・ 考え方について、 主に理論的な側面に着

目し て理解する。 中盤以降は、 授業の本時において活用さ れている教育の諸技術について、 学

校建築や授業、 教材のそれぞれの形態や活用法の知識を身につけると と も に、 それぞれが成立

し た歴史的・ 理論的背景を 理解する。 また、 授業の評価についての活用法を 知る。 授業後半で

は、 それまでの授業で修得し た内容を も と に、 実際に受講者自身が指導案の作成および模擬授

業と 評価を行い、 実践から 教育方法について学ぶ。  

授業計画 

第１ 回： オリ エンテーショ ンと 参考図書紹介 

第２ 回： 教育方法の基本原理① 知識と 学習-学力をめぐる論点- 

第３ 回： 教育方法の基本原理② 学習意欲と 動機づけ支援-学ぶ意欲を高める- 

第４ 回： 教育方法の基本原理③ 学習指導の基本原理-アクティ ブ・ ラーニングを例と し て- 

第５ 回： 本時の技術① 授業における指導技術-授業を成り 立たせる諸要素- 

第６ 回： 本時の技術② 個別指導と 集団指導-学校建築の変容に着目し て- 

第７ 回： 本時の技術③ 授業を実施する教材-教科書の機能に着目し て- 

第８ 回： 本時の技術④ 情報教育と ICT-教育における情報化の展開- 

第９ 回： 本時の技術⑤ デジタ ル教材の利用-今日の学校でのICTの活用法- 

第１ ０ 回： 本時の技術⑥ メ ディ ア・ リ テラシーの育成-思考力と リ テラシーの接点と 指導方法- 

第１ １ 回： 評価の技術① 教育評価-教育評価の5W 1H - 

第１ ２ 回： 評価の技術② 授業研究-授業研究の理論と 実践- 
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第１ ３ 回： 教育方法の実践① 授業づく り -学習指導案の考え方と 作成方法- 

第１ ４ 回： 教育方法の実践② 授業の模擬・ 撮影・ 省察[前半] 

第１ ５ 回： 教育方法の実践③ 授業の模擬・ 撮影・ 省察[後半] 

テキスト  

指定し ない。 適宜必要な資料を配布する。 なお、 各回スラ イ ド に対応し た授業プリ ント を配布

するが、 データ は授業前にLM S( W ebClass) 上にアッ プロード し 、 必要に応じ て各自でダウン

ロード するこ と と する。  

参考書・ 参考資料等 

『 中学校学習指導要領』 （ 平成29年3月告示 文部科学省） と 『 高等学校学習指導要領』 （ 平成

30年3月告示 文部科学省） 、 および各学習指導要領の解説。 樋口直宏編著(2019)『 M IN E RVA

はじ めて学ぶ教職11 教育の方法と 技術』 ミ ネルヴァ 書房。 日本教育方法学会編(2014)『 教育

方法学研究ハンド ブッ ク 』 学文社。  

学生に対する評価 

・ 授業への主体的参加(30% ) 観点: 課題の提出状況/ グループワーク 等への参加状況 

・ 授業課題の取り 組み(30% ) 観点: 課題の出題意図の適切な理解/ 基本的な用語と 概念の理解 

・ 期末レ ポート (40% ) 観点: 体裁と 日本語の正し さ / 内容の論理性/ 応用的な内容への取り 組

み/ 課題に対する独自の考察 
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授業科目名： ICT活用の

理論と 方法 

 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数：  

１ 単位 

担当教員名：  

延堂 雅弘 

担当形態：  

単独 

科 目 道徳、 総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、 教育相談等に

関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

・ 情報通信技術を 活用し た教育の理論及び方法 

 

授業のテーマ及び到達目標 

教育現場におけるＩ Ｃ Ｔ （ 情報通信技術） の活用について、 その歴史的経緯、 現状、 今後の方

向性を 理解し 、 体験を 通し ながら 教職と し てのキャ リ ア形成に位置付けさ せる 。  

授業の概要 

教育現場におけるＩ Ｃ Ｔ 活用の意義や理論について理解さ せ、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た学習活動や校

務の実際と 今後の在り 方についてイ メ ージを持たせる。  

授業計画 

第１ 回： 世の中の動きと 「 令和の日本型学校教育」  

第２ 回： 主体的・ 対話的で深い学びと 情報活用能力（ 情報モラルを含む。 ） を育成するための指導法 

第３ 回： Ｉ Ｃ Ｔ の進化と 外部機関と の連携 

第４ 回： GIGAスクール構想の実際と 基礎的な指導法 

第５ 回： 情報モラル、 情報セキュリ ティ と プログラミ ング教育 

第６ 回： 校務の情報化と 教育DX 

第７ 回： 教材作成と まと め 

テキスト  

なし  

参考書・ 参考資料等 

授業中に適宜資料を提示する。  

学生に対する評価 

毎回の授業の最後に提出するレポート  
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授業科目名：  

生徒・ 進路指導論 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数：  

２ 単位 

担当教員名：  

原（ 寺澤）  奈津子 

担当形態：  

単独 

科 目 道徳、 総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、 教育相談等に

関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

・ 生徒指導の理論及び方法 

・ 進路指導及びキャ リ ア教育の理論及び方法 

授業のテーマ及び到達目標 生徒指導および進路指導・ キャリ ア教育の意義・ 目的についての理解を深

める。自己指導能力の育成や主体的なキャリ ア選択と いう 視点に立った援助の原理・ 方法を学習すると

と もに， 学校内外の組織的体制に必要な知識・ 技能や素養を身に付けること を目標と する。  

授業の概要 生徒指導および進路指導・ キャリ ア教育の原理， 及び， 生徒指導上の諸課題（ いじめ・ 暴

力行為・ 不登校など） について理解を深め， 適切な生徒指導のあり 方について考察する。 さ らに， 児童

生徒が自らのキャリ アを主体的に選択・ 決定できるよう な進路指導のあり 方について習得する。  

授業計画 

第１ 回：  生徒指導と は 

第２ 回：  生徒指導の体制 

第３ 回：  児童・ 生徒理解と 生徒指導 

第４ 回：  児童生徒全体への指導①学級経営と 生徒指導 

第５ 回：  児童生徒全体への指導②日々の生徒指導の在り 方 

第６ 回：  個別の課題を抱える児童への指導①現状の理解１ 反社会的行動を中心に―グループ発表 

第７ 回：  個別の課題を抱える児童への指導②現状の理解２ 非社会的行動を中心に―グループ発表 

第８ 回：  暴力行為・ いじ めへの対応 

第９ 回：  不登校への対応 

第１ ０ 回：  今日的な課題への対応 

第１ １ 回：  進路指導・ キャリ ア教育と は 

第１ ２ 回：  ガイダンスと し ての進路指導・ キャリ ア教育①全体計画 

第１ ３ 回：  ガイダンスと し ての進路指導・ キャリ ア教育②職場体験活動 

第１ ４ 回：  カウンセリ ングと し ての進路指導・ キャリ ア教育 

第１ ５ 回：  ガイダンスと し ての進路指導・ キャリ ア教育の模擬授業と まと め 

定期試験 

テキスト   

文部科学省『 生徒指導提要』 ht t ps: //www. mext . go. j p/cont ent /20221206-mxt _ j i dou02-00002469

9-001. pdf   

参考書・ 参考資料等  
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授業中に適宜紹介する。  

学生に対する評価 

① 個人レポート （ 30％） ， ② グループレ ポート （ 10％） ， ③ テスト （ 60％）  
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授業科目名：  

教育相談 

教員の免許状取得のための 

必修科目 

単位数：  

２ 単位 

担当教員名：  

原（ 寺澤）  奈津子 

担当形態：  

単独 

科 目 道徳、 総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、 教育相談等に

関する科目 

施行規則に定める 

科目区分又は事項等 

・ 教育相談（ カ ウンセリ ン グに関する 基礎的な知識を 含む。 ） の理

論及び方法 

授業のテーマ及び到達目標 教育相談は、 生徒が自己理解を 深めたり 好まし い人間関係を 築いた

り し ながら 、 集団の中で適応的に生活する力を 育み、 個性の伸長や人格の成長を支援する教育

活動である。 生徒の発達の状況に即し つつ、 個々の心理的特質や教育的課題を 適切に捉え、 支

援するために必要な基礎的知識（ カ ウンセリ ン グの意義、 理論や技法に関する 基礎的知識を 含

む） を 身に付けるこ と を 目標と する。  

授業の概要 生徒の成長を助けるために役に立つカウンセリ ングの基礎知識及び技能を，学校や社会で

即生かすこと ができるよう ， 役割演習などを通して体験的に学ぶ。 また， 生徒の各種の問題行動や心理

的障害についての理解を深め， さ らに適切な対処を行う ための体制づく り について考察する。  

授業計画 

第１ 回：  教育相談・ カウンセリ ングマインド と は， その意義の理解 

第２ 回：  教育相談の基礎理論―精神分析 

第３ 回：  教育相談の基礎理論―来談者中心療法 

第４ 回：  教育相談の基礎理論―行動療法 

第５ 回：  教育相談の基礎理論―認知療法 

第６ 回：  教育相談の基礎理論のまと め 

第７ 回：  生徒理解の方法 

第８ 回：  カウンセリ ングマインド を体現する基礎的技法の演習①基礎的技能 

第９ 回：  カウンセリ ングマインド を体現する基礎的技法の演習②質問技法 

第１ ０ 回：  カウンセリ ングマインド を体現する基礎的技法の演習③明確化 

第１ １ 回：  カウンセリ ングマインド を体現する基礎的技法の演習④応用的技法 

第１ ２ 回：  不適応や問題行動の理解① 

第１ ３ 回：  不適応や問題行動の理解②―ジグソー学習を通じ て 

第１ ４ 回：  教育相談の進め方 

第１ ５ 回：  教育相談の体制 

定期試験 

テキスト  文部科学省『 生徒指導提要』 ht t ps: //www. mext . go. j p/cont ent/20221206-mxt _ j i dou02

-000024699-001. pdf  
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参考書・ 参考資料等 

鎌原雅彦・ 竹綱誠一郎「 やさ し い教育心理学 第５ 版」 有斐閣アルマ I SBN  978-464122146

8 

学生に対する評価 

① 課題およびレ ポート （ 40％） ， ②テスト （ 70％）  
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シラ バス： 教職実践演習  

教職実践演習（ 中・ 高）  単位数： ２ 単位 
担当教員名：  

渡邊 言美、 原(寺澤) 奈津子 

科  目 教育実践に関する科目 

履修時期 ４ 年次後期 履修履歴の把握( ※１ )  ○ 学校現場の意見聴取（ ※２ ）  ○ 

受講者数  21人 

 

教員の連携・ 協力体制 

保育・ 教職支援課の企画監（ 元小学校・ 中学校校長） に3時間分の授業をお願いし ている。 模

擬授業にあたっ ては、人文科学部各学科の教員及び各学科の教科教育法担当教員に出席を 依頼し

て、 質問・ 講評や授業評価を 行っ ていただいている。 コ ンプラ イ アンス授業では岡山県教育委員

から 外部講師を 招聘し ている。 第2-5回の学校見学に当たっ ては市内公立中学校に終日見学を 実

施し 、 校長に講話をお願いし ている。  

授業のテーマ及び到達目標 

本科目は中学校・ 高等学校普通１ 種免許状取得のための科目であり 、「 教職に関する科目」 の

4年次必修科目にあたる。 人文科学部表現文化学科・ 実践英語学科・ 総合歴史学科各学生が合同

で受講する。  

 将来教員になるう えで、自己にと っ て何が課題であるのかを 自覚し 、必要に応じ て不足し てい

る知識や技能などを補い、 その定着を 図るこ と を目標と する。  

より 具体的には①使命感や責任感，教育的愛情②社会性や対人関係力③生徒理解や学級経営④

教科内容の指導力について確認する。 就実大学ディ プロマ・ ポリ シーのう ち、 「 ３ ． 専門的知識

や技能を 修得し 、 地域や国際社会で活躍するこ と ができる」 の部分に対応し 、 学び続ける教員と

なるため、 大学4年間で学んだ知識と 、 教育実習等で得ら れた教科指導力や生徒指導力の実践力

と の更なる統合を 目指す。 将来教員になるう えで、 自己にと っ て何が課題であるのかを 自覚し 、

必要に応じ て不足し ている知識や技能などを補い、 定着さ せる。  

授業の概要 

 使命感や責任感に裏打ちさ れた確かな実践的指導力を有する教員と し ての資質の構築と その

確認を 行う 。 各回でグループ討論、 ロールプレ イ 、 事例研究を 取り 入れる。 第2-5回の学校見学

や、 第10-13回の模擬授業等、 実際の教育現場を 想定し た教育課題を 取り 扱う 。 第6, 8, 9, 14回で

はゲスト 講師３ 名に依頼し 、 教員のコ ンプラ イ アンス、 学級・ 学校経営、 求めら れる教員像につ

いて、 学校現場の状況を ふまえて講義や演習を 実施し ていただく 。 I CT活用について概説する。  
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授業計画 

第１ 回： オリ エン テーショ ン（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子 ）  

第２ 回： 中学校見学 校長講話（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子・ 中学校長 ）  

第３ 回： 中学校見学 授業見学・ 給食体験（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子 ）  

第４ 回： 中学校見学 授業見学・ 授業展開の課題の把握（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子 ）  

第５ 回： 中学校見学 授業見学・ 授業展開の課題の把握・ まと め（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子 

）  

第６ 回： 教員に求めら れる 使命感や責任感・ 教育的愛情 （ ゲスト 講師 元小学校長） （ 渡邊言

美・ 原( 寺澤) 奈津子）  

第７ 回： 生徒理解の方法についての事例研究（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子）  

第８ 回： 学級・ 学校経営についての演習（ ゲスト 講師 元中学校長（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子

）  

第９ 回： 学級・ 学校経営についての講義（ ゲスト 講師 元中学校長（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子

）  

第10回： 授業設計と 模擬授業―模擬授業①（ I CT活用含む） 中学道徳（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津

子）  

第11回： 授業設計と 模擬授業―模擬授業②（ I CT活用含む） 中・ 高国語（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈

津子）  

第12回： 授業設計と 模擬授業―模擬授業③（ I CT活用含む） 中・ 高英語（ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈

津子）  

第13回： 授業設計と 模擬授業―模擬授業④（ I CT活用含む） 中・ 高社会科・ 地歴（ 渡邊言美・ 原(

寺澤) 奈津子）  

第14回： 教員のコ ンプラ イ アンス （ ゲスト 講師 県教委） （ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子）  

第15回：  総括 （ 渡邊言美・ 原( 寺澤) 奈津子）  

テキスト  

使用し ない。  

参考書・ 参考資料等 

青木秀雄(2017)『 教職実践演習―磨き あい高めあう 熱意ある教師に―』 第2版、 明星大学出版部 

学生に対する評価 

受講態度（ 20％） および提出課題（ 30％） 、 討論（ 20％） 、 模擬授業（ 30％）  

※１  履修カ ルテを 作成し 、 こ れを 踏まえた指導を 行う 体制が備えら れている こ と を 確認

し 、 「 ○」 と 記載する こ と 。  

※２  授業計画の立案にあたっ て教育委員会や学校現場の意見を 聞いた場合には「 ○」 と

記載するこ と 。 そう でない場合は空欄と せず、 「 ×」 と するこ と 。  
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